
閣 議 及 び 閣 僚 懇 談 会 議 事 録 

開催日時：令和２年７月１０日（金） １０：０２～１０：１４ 

開催場所：総理大臣官邸閣議室 

出 席 者：安 倍 晋 三 内閣総理大臣 

麻 生 太 郎 国務大臣（副総理，財務大臣，内閣府特命担当大臣） 

高 市 早 苗 国務大臣（総務大臣，内閣府特命担当大臣） 

森 まさこ 国務大臣（法務大臣） 

茂 木 敏 充 国務大臣（外務大臣） 

萩生田 光 一 国務大臣（文部科学大臣） 

加 藤 勝 信 国務大臣（厚生労働大臣） 

江 藤 拓 国務大臣（農林水産大臣） 

梶 山 弘 志 国務大臣（経済産業大臣，内閣府特命担当大臣） 

赤 羽 一 嘉 国務大臣（国土交通大臣） 

小 泉 進次郎 国務大臣（環境大臣，内閣府特命担当大臣） 

河 野 太 郎 国務大臣（防衛大臣） 

菅 義 偉 国務大臣（内閣官房長官） 

田 中 和 德 国務大臣（復興大臣） 

武 田 良 太 国務大臣（国家公安委員会委員長，内閣府特命担当大臣） 

衛 藤 晟 一 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

竹 本  一 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

西 村 康 稔 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

北 村 誠 吾 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

橋 本 聖 子 国務大臣（東京オリンピック・パラリンピック担当大臣，内閣府特命担当大臣） 

陪 席 者：西 村 明 宏 内閣官房副長官 

岡 田 直 樹 内閣官房副長官 

杉 田 和 博 内閣官房副長官 

近 藤 正 春 内閣法制局長官 

閣議案件：別添案件表のとおり。 

〇一般案件 ２件 

○人事        ３件 

〇配布        １件 

いずれも，案件表のとおり，決定等となった。 
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議事内容： 

○菅国務大臣：ただ今から，閣議を開催いたします。 

まず，閣議案件について，岡田副長官から御説明申し上げます。 

○岡田内閣官房副長官：一般案件について，申し上げます。まず，「都道府県の国民保

護計画の変更」について，御決定をお願いいたします。本件は，青森県の国民保護

計画の変更に関する内閣総理大臣への協議について，「異議がない」とするものであ

ります。 

次に，信・解任状に認証を仰ぐことについて，御決定をお願いいたします。本件

は，「ジャマイカ国」，「ベナン国」及び「南スーダン国」駐箚特命全権大使の異動に

伴い，交付すべき信任状及び解任状であります。 

次に，人事案件について，申し上げます。まず，在中華人民共和国日本国大使館 

公使石月英雄の２０１９年北京国際園芸博覧会における陳列区域日本政府委員た

る日本政府代表を免ずることについて，御決定をお願いいたします。 

次に，裁判官人事といたしまして，判事兼簡易裁判所判事に任命するもの外２件

について，御決定をお願いいたします。 

次に，明野充功外１４３名の叙位又は叙勲について，御決定をお願いいたします。 

次に，配布資料といたしまして，「文部科学白書」があります。本件につきまして

は，後程，文部科学大臣から御発言があります。 

〇菅国務大臣：次に，文部科学大臣から御発言がございます。 

〇萩生田国務大臣：令和元年度文部科学白書について御報告申し上げます。 

  今回の白書では，巻頭に「大学入試改革の現状について」及び「新型コロナウイ

ルス感染症に関する対応について」を記載し，特集テーマとして，「教育の情報化～

ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けて～」及び「ラグビーワールドカップ２０１９

日本大会の軌跡とレガシー」を取り上げました。 

  文部科学省としては，本白書で記載した施策の更なる充実を図ってまいりたいと

存じます。各閣僚におかれては，一層の御理解と御協力をお願い申し上げます。 

〇菅国務大臣：これをもちまして，閣議を終了いたします。 

  引き続き，閣僚懇談会を開催いたします。まず，文部科学大臣。 

〇萩生田国務大臣：「月探査協力に関する文部科学省と米航空宇宙局の共同宣言」に

ついて一言申し上げます。 

 本年６月２９日に開催された，第２２回宇宙開発戦略本部において，総理から，

月面活動などの，この新たなフロンティアの開拓に，主体的かつ果敢に挑戦すべく，

しっかり準備を進めるよう御指示を頂きました。 

 これを受け，本日，文部科学省と米航空宇宙局の間で，日本人宇宙飛行士の月面

での活動の道を拓く月探査協力に関する共同宣言に署名致しました。引き続き，関

係府省と一体となって取り組み，より一層，宇宙先進国としてのプレゼンスを発揮

してまいります。 

〇菅国務大臣：次に，国土交通大臣。 

〇赤羽国務大臣：公益社団法人日本水難救済会は，海で遭難された人々の救助を行う
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全国約５万１，０００人の海の救難ボランティアの崇高な活動を支援するため，昭

和２５年から，「青い羽根募金」運動を開始し，今年で７０年を迎えました。 

 同会においては，特に，海難が多発する毎年７月１日から８月３１日までの２ヶ

月間は，国民の皆様に本運動への御理解を深めていただくとともに，募金に御協力

いただくため，「青い羽根募金強調運動期間」と定めております。 

 例年各大臣には，本運動の主旨を御理解のうえ，７月中の１週間程度，青い羽根

を御着用いただいております。本年は，本日から７月１６日までの間，御着用いた

だき，本運動の推進に御協力を賜りますよう，お願い申し上げます。 

〇菅国務大臣：ほかに御発言はございますか。 

  無いようですので，以上をもちまして，閣僚懇談会を終了いたします。 
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 令和２年 

  ７月 10日 

◎ 一 般 案件

☆ 都 道 府 県の 国 民 の保 護に 関 す る計 画の 変 更 につ い

て （ 決 定 ）            （内 閣 官 房）

   ☆ジ ャマ イ カ 国駐 箚特 命 全 権大 使藤 原 聖 也外 ２名 に

交 付 すべ き信 任 状 及び 前任 特 命 全権 大使 山 﨑 啓正

外 ２ 名の 解任 状 に つき 認証 を 仰 ぐこ とに つ い て

（ 決 定 ）              （外 務 省 ）

◎ 人 事 

   ☆在 中華 人 民 共和 国日 本 国 大使 館公 使 石 月英 雄の ２

０ １ ９年 北京 国 際 園芸 博覧 会 に おけ る陳 列 区 域日

本 政 府委 員た る 日 本政 府代 表 を 免ず るこ と に つい

て （ 決定 ）

☆検 事野 口 宣 大外 ３名 を 判 事兼 簡易 裁 判 所判 事等 に

任 命 する こと に つ いて （決 定 ）

   ☆元 海将 明 野 充功 外１ ４ ３ 名の 叙位 又 は 叙勲 につ い

て （ 決定 ）

◎ 配 布 

☆ 令 和 元 年度文 部 科 学白 書 （ 文部 科 学 省） 

〔 ○ 署 名あ り ☆ 署 名な し〕

（ 金 ）閣 議 案 件

資 料
あ り

資 料
な し

資 料
な し

資 料
あ り

資 料
あ り

〔 別 添 〕
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